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調 査 の 概 要  

1 調査の目的  
この調査は、介護サービスに係る給付費の状況を把握し、介護報酬の改定など、介護保険制度   

の円滑な運営及び政策の立案に必要な基礎資料を得ることを目的とした。  

なお、本調査は統計法に基づく届出統計である。  

2 調査の範囲  

各都道府県国民健康保険団体連合会が審査したすべての介護給付費明細書、給付管理票を集計   

対象とした。  

ただし、福祉用具購入費、住宅改修費など市区町村が直接支払う費用（償還払い）は含まない。  

3 調査の時期  
毎月（平成19年5月審査分～平成20年4月審査分）  

4 調査事項   

（1）介護給付費明細書‥J性、年齢、要介護（要支援）状態区分、サービス種類別単位数・回数等   
（2）給付管理票…………性 、年齢、要介護（要支援）状態区分、サービス種類別計画単位数等  

5 調査の方法及び系統   
（1）調査の方法  

国民健康保険中央会の取りまとめのもとに、各都道府県国民健康保険団体連合会において審  

査した介護給付費明細書等のデータをコピーし、厚生労働省大臣官房統計情報部に提出する方  

法により行った。   

（2）調査の系統  

介護予防サービス事業所  

介護予防支援事業所  

地域密着型介護予防サービス事業所  

居宅サービス事業所  

居宅介護支援事業所  

地域密着型サービス事業所  

介護保険施設   

都道府県国民健康保険  
団体連合会  
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6 集計方法  
結果の集計は、厚生労働省大臣官房統計情報部で行った。  

7 利用上の注意   

（1）表章記号の規約  

計数のない場合  

統計項目のあり得ない場合  

表章単位の2分の1未満の場合  

減少数の場合  

（2）原審査分について集計している。  

（3）数値はそれぞれの表章単位未満での四捨五入のため、計に一致しない場合がある。  
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結 果 の 概 要   

1受給者の状況  

（1）年間受給者数  

平成19年5月審査分から平成20年4月審査分（以下「1年間」という。）における介護予   

防サービス及び介護サービスの年間累計受給者数をみると43，827．8千人となっており、その   

うち介護予防サービス受給者数は8，792．3千人、介護サービス受給者数は35，057．2千人とな  

っている。  

また、年間実受給者数（平成19年4月から平成20年3月の各サービス提供月において、1度   

でも介護予防サービスまたは介護サービスを受給した者）は4，370．4千人となっている   

（表1、表2）。  

表1 受給者数の年次推移  
（斬位：r一人）  

平成16年度  平成17年度  平成18年度  平成19年度  対前隼度増偏蘭   

年間累計受給者数   39541．8  42011．4   42984．1   43827．8   843．7   

年間実受給者数   4136．3   4398．4   4295．6   4370．4   74．7   

は：1）「隼間累計受給者吸」は、各隼痩と‡）5Jjかレ翌隼」＝付）各審鋸」〃）介誰サuビスノ受給者（ノ）合計である   

2）「年間夫受給者数」は、各隼度と章）川か「J脚ド川び）符サーービス糀雄川ゾ）介濾サービスノ立春㌻；音に／）いて亨．≠せを子」▲／〕た≠）鉦ごあり、  

当該期間中に被保険肴番臣ノ）変史が叔／〕た場合には、別受給考とLて封1二Lrいる  

表2 サービス種類別にみた受給者数  

平成19隼5月審査分～、陶k20隼4ノ」審査分  
介護予防サービス  （糾王：千人）  

年問累計受給音数  隼聞実受給打数  

ヤ戒19隼度  平成1晒二度  よ寸前隼増減数  、†そ十戒】9年度  、杓皮相年度  対前年増減数   

総 数  8792」う   4760．1  ′10こう2．2   10′1′1．5   8（〕2．7   2∠11．8   

介．護刊坊居宅サービス  R663．2   462：i．8  ノ10こう9∴′i   1（）：う7．5   796．′1   241．0  

彷闇適所  8ニう85」う   ∫14R3．8  こう901．5   1005．1   774．！   2こう1．0  

介言蔓7′防訪問介護   4275．1   2275．6  1999．▲′1   509．5   こう96．9   112．6  

介護予防訪問入浴介護   4．5   2．6   1．9   l．0   0．7   0」う  

介護ア′享ノブ．訪「封石渡   250．4   1こう6．5   11：1．9   ：弓7．′1   27．5   9．9  

介護や防訪「7ilリハビリテーシ‡」ン   60．5   2：う．2   37」う   10．0   5．4   ∫1．6  

介護了′防適所介護   3355．0   1753．5  1601．5   1こう2．9   319．l   11ニi．8  

介護「防墟酢ノハビリテー∵ンヨン   
】263．0   660．6   602．4   162．8   12l．5   11．2  

介護了・防福祉用具貸㌧   1020．6   555．0   465．6   ト45．2   118．9   26Ji  

短期人所  107」う   5こi．4   5／l．0   ：うR」う   22．2   16．1  

介護円舟板用人所′ト措介．護   88．8   4：i．3   45．5   こう1．4   17．9   1こう．6  

介言蔓了′防短期入所療養介護（老健）   17．4   9．1   軋0   7．2   4．1   2．8  

介護了′防矧胡入所療養介護（相打判   1」ミ   0．7   （）．6   0．6   0．4   0．2  

介護㌣防居宅療養管．牲指導  192．2   （）4．0   9H．2   30．3   19．（う   10．7  

介護予防特定施設入居者’生活介誰  209．8   99．8   110．0   27．l   18．3   軋8   

介護予防支援  R：i39．9   4‘160．1  ニう879．8   1008．1   776．4   2こぅ2．0   

介護刊勘即断緑川け－ビス  36．2   13．9   22．こぅ   6．6   こう．1   3．5  

介護予防認知症対応型適所介護  8．6   4．9   ：う．6   】．6   0．5  

介准了′l坊ノ」、規模多機能型居守介護  16．9   2．7   1■1」う   ニう．0   0．7   2∴i  

介護予防認如．晶一応埋共l■車＝舌介護（短期利用以外）  10．6   6．こi   4．′1   2．1   1．3   0．7  

介護P防認知症対応巧り帖J′1二溝介護（矧§仲川】）  0．0   0．0   0．0   0．0   0．0   0．0   

注：1年間のうち介護予防サービスと介護サービスの両方を受けた者は、それぞれに計上される。  
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平I茂1叫二5H審査分～判Jに20隼一川審査分  
介護サービス  （単位二：千人）  

小川結トム′‡†て叛  「＝「J圭′、‡綜「什蚊  

，成＝＝1⊥  いた1HlJl土  り両日J宮城致  ′皮1叫い⊥  卜hkl叫皮  付前什JM．闘士   

11叛   ：う505∴∠  こうパ2ニうH．5  ∠、∴う1ト；1Jう  ：う6：jO．1   1101．7  △ ■17′1．5   

lLl】′Lトーー≡二、′く   ご：ミ5リR．R  2ドリH（う．5  △∴日常7．7   ご（う■16．1   こミ1こ′卜l．2  ∠△ ′197．8   

iり＝臣旬日   2115（），9  25（）HO．1  ○∴ミ（i20．5  2′13リ．1   2959．3  ∠ゝ 520．2   

j－冊．」巨√亡   ！）G25．：う  ‖ 7日リ」う  △2】7√1．0   120リ．2   1521．8  ∠ユ 312．6   

】加＝へ浴「l土   t）17．H   〔）62．2   ∠：ゝ1上う   1二う（）．7   139．9   △ 0．2   

j川‖丘／亡   2775．R  コリ02∴l  ノ′′）、126．6   こう71．1   391．9  ∠ゝ 20．5   

ト，畑r′、し】ト∴㌧一」I二   1：うtう．7   里氾．5   こぅ55．R  70．5   56．9   l：う．6   

旭亘∴1   1002日．9  1（）針摘．H  △ H20．0   1216．1   1：う57」う  とゝ111．2   

1‖＝ノ、1 卜′－∵ン1∴   l：う15．1   1RO：ミ．こう  ∠△ ∴1ト凋．：う   522．7   602．1  △ 79．3   

†【L胡．】」し】、1†／ノ   リtjl（う．（i  1057こう．2  ∠±65〔1．h   12用．0  1：う75．2  ∠ユ157．3   

再理人力   こ】ニ1〔）（う．0  ：弓1R†）．2   20日．7   （ミ59．1   6こぅ′′1．6   2J′′1．5   

コ77R．7   25〔i5∴う   21二う．5   5ニう5．R   50′1．〔）   30．9   

中期ノ、J」吊い＼／い 二仙）   60リ」   h（）h．7   リワ ▲＿．′   152，2   15（〕．1   ∠ユ ニう．9  

う瑚ノ、J州JヒJ、†L二（」L  
り糊人叫′≡二iニ「行誹  

5ト弓．1   （i2．8   ∠△／l．5   15．l   17．5   ∠ユ 2．1  

廿L軒甘直情トノ  2t；（）5∴弓  25tう5．5   12〔）．H   こう6′1．1   352．3   12．0   

廿′L帖ユ／、＝占′卜iり卜，f一三   1050．0   871．7   178．ニう   11H．l   107．1   11．0   

い「七J、凍上扶   21708．8  252iO．7  △35こぅ1．t）  250′1．1   3021．R  ∠ゝ 517．7   

刷」戒宮1二仙1・巨、1   ココt）0．H   195√1．6   336．2   2（ミ1」う   22ニラ．1   38．1   

f■糾川ノL理詰刷上祀   16．1）   こぅ．H   1こう．1   3．2   0．8   2∴1   

≦か、L■二廿信里l申叶什‖（土   5こう〔i．0   17こう．1   （12，〔i   70．1   63．6   6．H   

」、り川‘巧刷紺宮川ノ〔二了＼．fゝ   15：ト1   2〔）．5   123．リ   2l．2   6．5   17．7   

。。2、）二【【いH．′1ト川r」ノトf【／＼／〔（両川打＝1けトンい   1517．7   11こう：ミ．2   ＝」．5   1（う2．2   152．6   9．5   

こ2．）1＝．」三夫几1†Jlし廿‘【ニト†しい＝りけり川）   コ．0   1∴弓   0．7   1．0   0．6   0」i   

仙」さ畑ぃい■i■肌宜≠とノ＼Hパ1‘「〔＼．†亡   11．1   i」う   7．1   l．h   0．7   0．9   

仙さ＝り－－＝■トト㌔土巨・ノ、r1iト＝Jjr‥とトーし二1  2日．2   10．R   15．5   こう．5   1．2   2．3  

帖と，】j二、〉ぺ  1000〔〕．tう  リH・ll．l   162∴1   10HO，（i   1075．3   5．3   

／、机Lけ古址土け一LJぺ   19ト；6．1   1日O（1．′1   17（）．7   5（）2．こう   18こぅ．0   1〔）．2   

上．護保佃伸㍊丹 巨′ぺ   こう725．1   3トほ．6   7〔）．6   15〔）∴l   15⊥1．8   1．6   

行什」 ．…・∴1〔仙｛Iし二1   1こぅこう9．5   ト1：う6．5  △リ7．0   17‘1．R   195．2  △ 20．ノ1   

†ト1月珊のうナノ介護「防サービスと介謂サーービス町叫ん▲を1受けた首は、そわぞれに計上される  

表3 サービス体系別にみた受給者数の月次推移  
車い 「ノ  

二Jkl†‖  

∴】   べj   リ」  
1＝イ－  1∴」  川LJ  llJ  ロ   トjr㍑トパ 川  

liT（）  丁1】   rt）】巨 ‘∫11丁．（）   丁うりl  Ttiト．H  

∴ト．；  □  丁‖．」  丁】丁．】  Tlリ．う    丁うHJう  

ノ  」村中．り  

1リHli．（）    】！jT      2 廿べり．〔       Ⅰリ川．ト                            】Tl、．」   トヽ上（l    F  IHtl．t  川    1jL∴リ  ＝う．l                             ㌻  ↑ りl，う∴i バ姉       ヽ，  
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（2）要介護（要支援）状態区分の変化  

平成19年5月審査分における受給者のうち、平成19年4月から平成20年3月の各サービ   

ス提供月について1年間継続して介護予防サービスまたは介護サービスを受給した者（以下   

「年間継続受給者」という。）は、2，606．7千人となっており、年間継続受給者の要介護（要支   

援）状態区分を平成19年4月と平成20年3月で比較すると、軽度（「要支援1」～「要介護   

1」）の受給者が1，043．7千人から927．3千人に減少している（表4）。  

また、「要介護2」～「要介護4」の要介護（要支援）状態区分の変化割合をみると、それぞ   

れの要介護度で、軽度化よりも重度化の割合が高くなっている（図1）。  

表4 年間継続受給者数の要介護（要支援）状態区分の変化別割合  
川i位 － 

（ごり．2り。）1（川．り   

（川」㍑）1（川．0  

（1h．りl〉と，）10（）．n  

圧う．㈹） 川0．（）   

要支援1  要支援2  要介護1   ・要介護2  ・要介漸ぅ  ・堤介酎  要：介護5   

汗：要介護＝相棒度化には、十戒1射l二川び）介‖射某l鋸jり度改旧二上り要封妾2へ移行した受給首を合む  
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（3）性・年齢階級別にみた受給者の状況  

平成20隼4月審査分における認定者数4，637．1千人のうち、受給者数は、3，688．8千人と  

なっており、件別にみると、「男」1，061．0千人（28．8％）、「女」2，627．8丁一人（71．2％） と  

なっている。また、認定者に対する受給者の割合をみると、「男」75．9％、「女」81．1％とな  

っている（表5）。  

65歳以Lの年齢階級別人口に占める受給者の割合を男女別に見ると、「70～74歳」以降の  

全ての階級において、女件の受給割合が男性を上回っている（図2） 

表5 性別にみた認定者数・受給者数  

図2 性・年齢階級別にみた65歳以上人口に占める受給者の割合  

平成19年＝月審査分  

（％）  軸受給首数：労（千一人）  

曲”一肌脱税・′ヱ給割合：労（（拓）  

l l受給賞数 女（千人）  

′乏紆糾合 女（（‰）  

llt）lり  

（丁一人）  
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65へイほ  70～71  75へ7リ  H（）～HI  R5～H（）  90～91  t）5歳以上   

注▲人＝は、総務省統．汁んJ「平成19て巨10J】111現在推計人目絞人lI）を使灯したL  
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2 受給者1人当たり車用額  

（1）サービス種類別にみた受給者1人当たり費用額  

平成20年4月審査分の受給者1人当たり費用額は150．0千円となっており、平成19年4月   

審査分と比較すると1．2千円増加している（表6）。  

平成19年4月審査分と平成20年4月審査分の受給者1人当たり費用額をサービス種類別に   

比較すると、居宅サービスなどで増加し、介護予防地域密着型サービス、地域密着型サービスな   

どで減少している（表7）。  

表6 受給者1人当たり車用額の年次推移  

（単位：丁一円）  

平成17年4月  平成18年4月  平成19年4月  平成20年4月 ．＿止 一   審査分  審査分  審査分  審査分  対削年同月  

増減額   

総 数   160．4   145．3   148．9   150．0   1．2   

注：平成17年10月1口、平成18年4月1日には介護報酬改定が行われているt）  

表7 サービス種類別にみた受給者1人当たり費用額および費用額累計  

介護サーヒス  介．護J’′防サービス  

け畦H㌦山川介せ   

行雄IJ】人rrトr「‖イ土   

汗イ£r・ニノr」川臣∩（土   

介‖J土r′ニノノ バ‖】リ′＼ヒリ  ン」ン   

什．，（塵r・リ」j小ノ＝ノ′＼㌻二 シ」ン  

け吊り′リ」l一別／し・lト＝「介咤  二う1．H  与り15  

し 「＝祈軒期ん車眈養什イ土≡（用）  
1り   い杓  

こうう．7   51）  

1H：浴  

リ．7  皿   ．10室川州川小梅叶‖痙凧） r「イ裏J＝十い恒射川LJhり  li．［j  ㌻巨机㍑  

北】ノノ友」／≡  l．」   りl  il冊州   

Jト（土＝い叫甘密古里り∴二1  ＝＝」  12パ．丁  巨射り  
介‖（史r′【リノi川帖杵畑適正介座  1コ．こi  ih（）  

丹誠rlれ」、艮廿1多極l′七月丹；ノと≡∫ト畦  （う：う．5  lうi，1   い．1   】071  

介應r・r；ノ」i川1J■1車JlrJ117「趣け川肘叫肘ノ外）  21：う．リ  コ】：う一コ   0．7   」うう′1  

れ】嘩r・ドノJ甘加圧畑川ー卜仁一1什．護（与川相川】）  ＝．tう  】7－1  △ lJ．H   

1ノしh∴り理＝  

川†「Jl  JくIt）111  

l  

ドJくご（川  

＝＝斥合わ  
j～√k育～】  

u  17！）t  17二う．！   う．1  （Li】二号H   

ノ〔：リ，し ノ  11（））  ごううIIJ（）  

Ⅲ再  リう∴）      2（＝言ト】＝  

冊」r＼†な  1！）ll‖」  

川」ノ、≧’？  ）：1．  うううLl  

川け1f土   】川リコ1  

郁削′－ン」′  ごう1  

山′十†J  7～1り  ∴H  

l叫車ぺ予′  7（う，丁  

†【FEl日l  1う，li   卜う・（1∈ （）1   1㌃∴川〕  

り用ぃ＼叫  ＝．」   ＝．」§ ご．り  

瑚人叫  †「rr＼，イ土  ！）∴（」一（1  

瑚人l    （ノ†使）   Ht〉．7   丁～）・7∈ 1〔）  】りりH」  

州】人】‥  （ い′∴】J  リバ一り  リ7．！lF   l（）  う丁汀  
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tり（巨   り・」  
l＝パ        2川）」うIi  

kは  】1．う  りi  ご川1〔）（）  

J】ト【二ぺ  ココ1．l    コ．リ  t）1黒＝  

心理訪問介護  21．リ  

対応t」  l（）HJi  封i柑十  

射弛龍J   7†嗜   け柚．ご      二日汀＝  

よ1J↓Ji」   り「‖J史り川廿刑1、ノ、外〉   ご（う7．5      1（）〔（11  

r＝「什北け刃胴叫侶  （jI  Ⅰi7  

′′L人IF】〃り「ノ、イ／  1リJ．R  し、                   」1肌「  

1恒・k潅こ」′，り介逓ど人ち・．址施ilけ、二1  ㍗拍」  コ7り．リ  ハ 11．5   （ミ701   

胞くサビ1  ㍍甘．H  2軋7巨  0．1   ごトリリ！】l  

すh准ケ【1．柾施∃と；ト‘、く  ごl＝」  肌  －り   lコ！）こi7うi  

ブト町拙飢ミ1】ユリヒ‥ぺ  278，2  」7“」［   ェ1   1り177りう  
れ壕肘掛姐上け、じぺ  皿   Ⅶ 需用・ご… l   うlパ1うう   

ほ1卜之給占1人、」けこり＃川触理川裾／美甘用慄   
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（2）都道府県別にみた受給者1人当たり費用額  

平成20年4月春蚕分における受給者1人当たり費用額を都道府県別にみると、介護予防サ   

ービスは福井県が43．1丁・「－］と最も高く、次いで石川県が42．6千円、山形県が42．3干円とな   

っている。介護サービスでは、高知県が205．8千円、次いで佐賀県が198．2千円、石川県が   

195．8千Hとなっている。（表8）  

表8 都道府県別にみた受給者1人当たり責用額  
平成20年ノ1月審査分  

（iii付二：丁lL」）  

介．護ナ防サービス  

・】】r   

… 
ご   

1ゝ 卜］   こ用∴う  こう5∴う  10■l．（う   

北面道   11．（）  ：川．リ  11う．H   

r†f森り．〔   ニうり∴う  ：う」う．1  】5コ．（う   

：うり∴う  ：う1∴う  ∵ト「リ．】く  71．2   

．ご▼．■城県   ：ミH∴ミ  ニう】．コ  1う（う∴】   

軟け川】く   一う7．2  ：う2．（う  HH．1   

ll川二川〔   は∴う  ：う7．t）  〔）リ．1   

裾l．．川〔   ：拍．H  ニ捕．り  H（）．H   

茨城H   ll∴う  ：ミ6．7  ll二2，う   

軸木り〔   10．1  ：川，ご  71．7   

群情県   11．6  ：汀．（1  117．こう   

埼仁県   ニうH．り  こう言．り  1りH．～）   

千一葉り〔   ニう9．5  二う5．H  〔）リ．0   

東京都   ：ミH∴う  ：う′l，う  71．l   

神奈川県   川．1  ：うト．（う  1川．リ   

新暦川、   q   lり．1  ：捕．1  71∴う   

高山m   ‖．7  ：汀．7  ト；う．リ   

イー＝川」く   12．（う  ：うH．0  川1∴う   

裾‖川】て   1：i．1  ：用（）  77．1   

山梨県   q   1（）．（う  ：う（う．7  1（）二i．H   

J封け県   ：うバ．H  ニう5．1  57．リ   

岐十川、   ＝   ：うH．（う  ：う】．コ  1こう2．1   

静車椚】く   11．1  ：う7．1  1：うl．ご   

憂守山く   肘   11．2  ：う7．コ  1：うH．5   

二l託県   ：ミバ．l  二うl】  1コH．7   

7去；乍■川、   ＝   ：梢．5  二う1．7  rう2．】   

京都府   ニミ1．（う  ：う（）．7  （う（う．5   

人阪府   二うぅ．～）  tうコ．コ  Hコ．7   

舟車しト，lこ   二i7．7  ＝∴）  （；パ．l   

1一さj川〔   ：うり．パ  こうう．リ  1日．1   

fll歌‥川〔   ：摘．】  こうご∴う  り】二う   

ノ∴い反日   10．1  ：川．1  ぐう！），パ   

け根県   ＝）．3  ：ミ〔う∴う  パパ．2   

冊両県   11．H  ：う7．7  1しト1．（う  

Il】 J＿、．け県   ：う〔）∴う  ：ミう．コ  リ2．5   

両＝県   ニうi）∴l  ：う5．1  Hl，（う   

徳．【，りリト  l＝   Ⅲ．（）  ．）r〕∴1  171．！）   

香ノ川】く   11．1  ニi7．l  h5∴ミ   

愛嬢り、   Ⅶ   ：う～）．1  ：i′】．7  15（i．（う   

ーミー細川、   円   ：うH．1  ニミ1．1  川（）．（ミ   

福虻泄，；こ   1（）∴l  ：‡（う∴う  107．7   

佐官’川‡こ   10．7  ：i（i．2  12リ．（）   

左側小目   ：与H．7  ：う√1．5  1こZ（）．2   

熊イゞリ．】こ   川∴う  ：用．l  ト；l∴う   

大分り．】。   1f）．（）  ：ミtう，り  110．〔   

膏■崎り，】こ   川．5  ：沌．5  125．ご   

座県．i．川し   ：う；j．1  ニミ5．2  1沌．2   

沖蘭机＼   1：）．リ  ：i7．1  7（う．り  

介護サービス  

… 
・ FF‥ 

り1  一ス   

1」f二l   17リ．】  11〔）．リ  221．1  二三バh．H   

北i毎追   1ト＝〕バ  リり．5  2ニう8．5  2〔札7   

－ l√森り，l（   17二三．7  ＝）1，H  コ′1tl．1  こ三R′1∴う   

‡‘ト「リiく   1（う5．1  t）1．2  211．〔う  27ト；∴1   

吊戒＝   】71．h  川H（）  2川．2  27ト；．9   

軌吊川㌔   1（うH．（i  リH．7  二三：う2．2  27ト；．9   

ll川二川し   17（う∴う  1（）H．7  二三（）h．H  272．6   

裾l．川㌔   17（）．パ  1（）コ．（う  コ01．1  27ごう．（う   

茨城県   17こ」リ  1（）2，0  211．7  27：う．0   

板木県   171．バ  1（）パ．7  ニヨ10∴1  279．り   

椰ノl．㌧県   17日．7  111．5  2：うし）．5  277∴う   

埼に県   圧再．〔）  1り7．（う  2：宜）．9  2日l．2   

「某県   1（うり．1  112．9  225．1  279．7   

東京都   17（う．ぐi  llH．1  1（うこう．（）  29（i．6   

神奈川県   175∴う  1】2，（i  2：う1．H  290．〔）   

新法川、   ＝   川：う．り  11こう∴1  用2．1  2日6．2   

ノ．晶1川〔   川0．パ  川7．バ  217．（う  297．2   

fト＝川〔   1（）5．パ  112．5  2′′11リ  288∴1   

福井県   川1．7  1‖．7  19（う．5  286．1   

山梨県   1日（）．2  121∴う  221．S  27′l．0   

1÷リl川〔   17ニう．H  l川∴i  lH（）．1  280．7   

岐阜／】く  m   17ト；．ぐう  1Ⅲ）．H  2こう5．5  275．0   

静「一明県   1トi二i．5  11こ1．0  2（）コ．2  2杵1．H   

愛加り卜   円   lHl．H  l川．（）  226．こう  2～り．H   

二重り．1て   17：う．1  111．2  22日．】  280．7  

ー〃＝l】l lニ喜［＝木   17ニ‡．5  112．コ  1ト；2．H  2パ5．2   

京都府   17ニミ，O  10：う．（）  ！H〔）．2  299．H   

人陣付   171，言  11：う 5  2：うご．5  29こう．9   

万障県   川1．2  】1う．5  21ニミ．5  2H7．0   

1汗川lく   17】．H  llり．〔）  2：う6．2  27（う．2   

叫欽…＼   17パ．7  11（う．2  ココ7∴i  2H′i．7   

′i∴い山県   1トくH．り  1‖．（）  211．6  2日n．2   

lJH艮県   1ト；コ．コ  】10．′1  2（）5．H  2HO．5   

r山川lリ，lこ   177．2  川H．1  2ニう8∴う  コ79∴1  

仁＝l Jr、．l．りりく   け＝．パ  Il二う．1  22■′l．∩  2日〔）．7   

両l川〔   川1．1  川H∴う  207∴う  2リ7∴1   

軋11川て  ＝＝   川1．パ  1〔椚．（）  25（〕．7  295．2   

香〃けl（   】79∴う  1り7．1  22′′1∴1  27ト；．1   

愛嬢リト   円   】Hl．5  川H．H  2∴l（う∴l  ニ三り0．H   

高知県   切   20う．パ  11ニう∴l  二三こう7∴1  ：う10∴う   

裾l司り．〔   1ト；リ∴う  111．5  2こ11．7  2（＝．H   

什ニケ’川〔   用H．コ  117．†）  2ニう2．6  290．2   

上i崎り，㌔   川7．（う  】川）．（）  2′′i5．H  2日O．7   

熊本県   1ト軋（）  1りH∴う  219．こう  298．9   

大分＝   川1．1  11こぅ．′1  2ト1．0  27（）．ご′1   

L崎県   1ト闇．5  1日∴1  2′′11．6  ニ2HH．2   

距し「ユ．1∴ノリト lll＝   け洞．1  1（）5∴1  2ニ17．（）  28ニi．R   

沖縄＝   Ⅲ2．1  1：i′l．リ  2〔）5．‡）  2日l．‘′1   
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3 居宅サービスの状況  

（1）利用状況  

平成20年4月審査分における平均利用率（居宅サービス受給者平均給付単位数の支給限度   

基準額（単位）に対する割合）を要介護（要支援）状態区分別にみると、「要介護5」56．3％が  

最も高く、次いで「要介護4」55．0％、「要介護3」49．1％となっている（図3）。  

また、居宅サービス別に受給者の要介護（要支援）状態区分別利用割合（居宅サービス別受   

給者数の居宅サービス受給者数に対する割合）をみると、訪問介護はいずれの要介護（要支援）  

状態区分でも約4割～5割となっており、訪問看護は要介護（要支援）状態区分が高くなるに  

従って利用割合も高くなっている（図4）。  

図3 居宅サービス受給者の平均給付単位数・平均利用率  

平成20年三4月審査分  

一平均利用率（％）  

（単相）  

E：：：：：コ居宅サービス受給者  

平均給付単位数（単位）  

回支給限度基準額（単位）  

要支援1  要支援2 経過的要介護 要介護1  要介護2   要介護3  要介護4  要介護5  

注：1）居宅サービス受給者平均給付単付二数は（居宅サービス給付単位数／受給者数）である。   

2）平均利用率（％）は（平均給付単位数／支給限度基準額×100）である。  

壁介嘩l  要介．湛5   r捏友採1  電文接2  姉別1」せ介．准 軋れ嘆1   要介‖根  ・要介．．嵯：う  

汗：利什′糾合は（廿亡サーービ明りノ受鈴音紋／居辛サーヒス√之末子‡ポ▲牧）てある 
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（2）訪問介護  

平成20年4月審査分の訪問介護受給者について要介護状態区分別に訪問介護内容類型の割   

合をみると、要介護lでは「生活援助」62．2％、要介護5では「身体介護」83．8％などとな  

っており、要介護状態区分が高くなるに従って「身体介護」の利用割合が高くなり、「生活援  

助」の利用割合は低くなっている（lヌ】5）。  

受給者数の月次推移をみると、介護予防訪問介護では増加傾向にあり、訪問介護では減少  

傾向にある。また、1人当たり費用額は、介護予防訪問介護、訪問介護ともにほぼ一定額で推  

移している（岡6）し  

図5 要介護状態区分別にみた訪問介護内容類型別受給者数の割合  

平成20年4月審査分  
r（｛，）  

100．0； ■洲れ稚 匠≡ヨ⊥州冊・…接仙［＝］…似り」［：コ通障丁凍舶、1■ノ」  

パ：う．H  

キ、J亡叛  ・射「北1   畏れ護2  ・せれ護二う  せれ護1  堤介護5  

受給者数  （777．8）   （236．5）   （223．6）   （トi6．2）   （97．2）   （73∴り  

（千人）  

－11）．彷甘け山勘人用津川川畑㌶．′用■牧∫土、それぞ」し叫付榊訂＝■川」rノ）′夫′ユキr；パ‘放でも）ろ  

コ）Jγ休作護・′＝ん採用ノとt、ル什ゝ介護に」ル細〔き′卜淵射ノ」′を子」／ノた」易合をいう  

：ミ）訂忠類にけ、「経迅直」せ丹誠」ノを「キ7．  

図6 介護予防訪問介護・訪問介護の受給者数及び1人当たり費用額の月次推移  

巴正盟什‖f±川」．冊廿紺ヱ拾帯欄＝∴ノ、）  ［：：：＝コ，川」れ掛之完′＝日射「人）  

＋r「‖f圭r勅，川j∫＼，隻lノ、1た町相川裾（「▲＝）  ◆，州．川、護l人、Lけ二畑作＝用什「▲－」1  

＝）  11  1ニヱ  1  

）  ：う  】  
匪虹帖  
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（3）福祉用具貸与  

福祉用具貸与種目別に、1年間の単位数の割合をみると、「特殊寝台」が37．0％、「車いす」   

が22．9％となっており、「特殊寝台付属品」及び「車いす付属品」を含めると、特殊寝台及び   

車いすの貸与が全体の約8割を占めている（表9）。  

また、平成20年4月審査分の要介護（要支援）状態区分別件数の割合をみると、「体位変換   

器」や「床ずれ防止用具」で要介護5の割合が高くなっている（図7）。  

表9 福祉用具貸与種目別にみた件数一単位数  

件   数  単 位 数  

、l（成1抑棚－  、自戒1射仁皮  、山城1紳二度  

（丁▲什）   

総数   ：う7 川1．h   100．0   こう7715．り   △1．1  l（〕：う1日OH7   100．0  16H77二2ト0   ∠＼こう」う   

車いす   50f）5．0   1ニう．7   lり1片刃   ：う．6  ニう7：うこう955   22．（）  ：う7こう20川   0．1   

車いすイ、j■礪証一   1261．2   二う．√′1   1102．9   1ご1」i   2′12（）25   1．5   212二う∫lり   ‖」   
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特殊寝吾川一紙11ノー   165‘′12」i   叫．5   1日111，1   ∠△8．8  2圭共＝㍑7   ト1．！）  2hH21トト′l   △！ト1   

床ずれ防≠川上し   1851」i   5．0   1755．7   5．6  1206R“2   7．‘1   11：う10】9   h．7   

休位変換器   1こう7．7   （トl   11′1」う   20∴1   卜17日2   0」i   392こう5   1′l．1   

手すり   1～j66．7   5．0   1（γH．7   7軋7   556617   ：う′l   ニi28255   69．6   

スローーフ   パ25．7   ∴／   7（〕5．G   17．0   51（1：i：iO   こう．2   】：う901ニi   17．6   

ノ♭行器   20hl．8   5．6   171こう．こi   20，5   （う1門別；2   こう．R   516f）：う0   19．7   

歩＝補規「え   パ25．2   りリ （一・⊥   7（う：う，R   8．n   95521   0．6   90＝‖   5．り   

認知症■甑鈴音排紳憾掬機器   こう7．9   0．1   27．6   37．6   二i（ト119   0．2   22こi・′‡7   ：う6．王   

移軌川リフト   5小′1．0   1．5   5：捕．√′1   l∴1   RO71（う8   1．9   77ノ1：うご7   1．：ミ   

汗：各牛皮と緑川′鳳査分～習隼川審査労戊での累計である〔、   

図7 福祉用具貸与種目別にみた要介護（要支援）状態区分別件数の割合  

平成20年4月審査分  

認知症高齢者排個感  

移動  

0％  20％  10ワも  60％   

注：要支援でとは、要支援l，要支援2および経過的要介護り）合「汁である 
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4 地域密着型サービスの状況   

平成19年5月審査分から平成20年4月審査分までの地域密着型サービスの請求事業所数の推  

移をみると、小規模多機能型居宅介護（介護予防を含む）や地域密着型介護老人福祉施設などで2  

倍以上に増加している。（表10）。   

また、地域密着型サービス別に、受給者の要介護（要支援）状態区分別の割合をみると、「要介護  

3」の割合が最も多く、次いで「要介護2」となっており、「要介護1」～「要介護3」の受給者  

が約7割を占めている（図8）。  

表10 地域密着型サービス請求事業所数の月次推移  
（・ii位 ■ト某所）  

ヤ戌川什  、卜㍉k20隼  

うJj審たう）  q   ＼   

介准「軋高け凧卜伸圭里通再りこ隻  ：うぅ1  ：i5（う  こiぐぅ1  ：う7R  ：うHO  黒＝  ：用7  ：ミH7  ：う〔）〔）  ：うリ7  ：うR5  こiH6  

f「護「■リノ′」、机怖多極龍斗晶‘〔三才＼護  巳バ（）  」～）H  ：う：ミ（う  二‡7：う  lり7  1：うこう  ′Ⅲ7  5：持  5H7  599  （う3（う  65こう  

r「護r仙∪二2、加【用土井川車廿宜骨護  （うり（う  7川  丁こう1  71う  7Ⅲ  ∵∴1  7（う7  7う2  丁55  7′1（〕  71R  7「52   

（うリ  夜‡冊㍗応卑川＝介穫  5日  机）  十∵十   H5  H7   ト浴  92  

‡とり11帰結阜里適所木偶  」h＝  コ（iHう  コ7（）（）  ■ ∴∵  ご7う1   ∴＝  2HO5  ／十／十十  ご軒l二i  2杵19  ごパ5月  2HR：1  

小規仲冬楼7肘ml：ノ亡介護  ←＼＼∵  机）1  ROコ  （頼5  1（）ご5  10tう（う  ∵ t／／  1川l  1ごニミ7  12Hこi  1315  1：う7：う  

詰1‖圧，りJ．丹り町√lf「什：麿  Hト持1  H〔畔1  9015  ～）（）hO  りⅢ亜  †）12り  リ1〔）：ミ  モ）コ1コ  （）コ：ミ7  リコ70  （）290  9ニー27  

地域揃わ甘甘心軋笠入居君ノトi占介灘  うこi   うH   （う0  〔うう  6R   7：う   75  

地域≠訂川川＼護と人福神働．1と  71   リニl   

図8 地域密着型サービス別にみた要介護（要支援）状態区分別受給者数の割合  

平成20年4月審査分  

羞J 
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5 施設サービスの状況  

（1）要介護状態区分別にみた単位数・受給者1人当たり車用額   

各施設サービスの1年間の単位数は、介護福祉施設サービスが最も多く、次いで介護保健施   

設サービス、介護療養施設サービスとなっている（表11）。   

また、施設サービス受給者1人当たり費用額をみると、いずれの施設サービスも要介護状態   

区分が高くなるほど費用額も高くなっている（図9）。  

表11施設サービス別にみた要介護状態区分別単位数  

平成19年5月審査分～平成20年4月審査分  

介護福祉施設サービス  
介護保健施設サービス  介護療養施設サービス  

単位数   構成割合   単位数   構成割合   単位数   構成割合  

（千単位）   （％）   （千単位）   （％）   （千単位）   （％）   

総  数   128 108 473 100．0   100 836 941 100．0   47 972 803 100．0   

要介護1   3 859 473 3．0   7 777 389 7．7   444643   0．9   

要介護2   10 933 990 8．5   17 202 570 17．1   1 387 094 2．9   

要介護3   25 508 615 19．9   27 696 675 27．5   5 112 569 10．7   

要介護4   42 542 867 33．2   28 621 041 28．4   12 828 857 26．7   

要介護5   44 962 451 35．1   19 246 163 19．1   28 186 807 58．8   

図9 要介護状態区分別にみた施設サービス別受給者1人当たり費用額  

平成20年4月審査分  

（千円）E≡ヨ介護福祉施設サービス  匠国介護保健施設サービス 旺旺魁介護療養施設サービス  

総数  要介護1  要介護2  要介護3  要介護4  要介護5  
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（2）退所（院）者の入所（院）期間別割合  

平成20隼3月中に退所（院）した施設サービス受給者について、要介護状態区分別に入所   

（院）期間の割合をみると、介護福祉施設サービスでは、いずれの要介護状態区分でも「1   

年～5年未満」が最も多い。  

介護保健施設サービスでは、要介護1～要介護3では「30 日～90口未満」及び「90日～   

180日木浦」の割合が多いが、要介護4・要介護5では「1～5年未満」の割合が最も多くな   

っている‥。  

介護療養施設サービスでは、要介護状態区分が高くなるに従って「1隼～5年未満」の割合   

が多くなる傾向がみられる。（図10）  

図10 施設サービス・要介護状態区分別にみた退所（院）者の入所（院）期間別構成割合  
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統計表1介護予防サービス受給者数，月・サービス種類別  

（単位：千人）  

平成19年5月   6月   
審査分  

7月   8月   9月   10月   11月   12月  、lろ成20年1月  2月   3月   4月   

総数  670．7   693．7   705．7   718．2   723．0   733．9   748．5   ≡   754．2   759．4   757．0   759．4   76とi．8   

介護予防居宅サービス  658．9   681．5   694．8   706．3   712．7   723．2   738．上1   743．3   749．2   747．1   749．5   758．3  

訪問通所  638．2   659．6   673．0   684．0   689．8   700．3   715．0   719．8   725．2   722．3   724．9   733．2  

介護予防訪問介護   329．5   339．6   345．3   349．5   352．8   356．8   363．8   365．0   368．2   366．3   367．2   371．1  

介護予防訪問入浴介護   0．3   0．4   0．3   0．3   0．4   0．3   0．3   0．′1   0．4   0．∫4   0．4   0．4  

介護予防訪問看護   18．9   19．7   20．1   20．3   20．6   20．9   21∴1   21．‘4   21．7   21．8   21．8   21．9  

介護予防訪問り′、どリテーション   3．8   4．2   4．5   4．6   4．9   5．0   5．3   5．4   5．6   5．6   5．8  5．9  

介護予防適所介護   253．3   262，5   269．2   273．5   27J壬．6   280∴4   286．9   290．0   291．1   288．2   290．5   294．8  

介護予防適所リハビリテーシ］ン   95．5   99．0   101．1   川こi．1   10こう．7   105．9   108．3   109．2   109．5   108．4   109．0   11〔）．2  

介護予防福祉用具貸り一   68．3   73．5   76．7   79．9   82．5   84．8   88．2   90．2   91．9   9ニー」う   94．1   97．0  

短期入所  7．6   8．2   8．1   8．6   9．6   9．1   9．8   9．8   9．0   8．9   9．1   9．6  

介護予防短期入所生活介護   6．2   6．8   6．7   7．1   7．9   7．5   8．1   8．1   7．5   7．5   7．6   8．1  

介護予防短期入所療養介護（老健）   1．3   ユ．4   1．4   1．4   1．6   1．5   1．6   1．6   1・4   1．3   1．4   1．4  

介護予防短期人所療養介護（病院等）   0．1   0．1   0．1   0．1   0．1   0．1   0．1   0．1   0．1   0．1   0．1   0．1  

介護予防居宅療養管理指導  14．0   15．0   15．0   15．5   15．8   15．6   16．3   16．4   16．5   17．3   17．1   17．6  

介護予防特定施設入居者生析介護  15．5   16．1   16．5   16．8   17．1   17．4   17．8   17．9   18．4   18．6   18．7   19．ユ   

介護予防支援  634．7   656．8   667．9   680．7   685．7   697．6   710．3   717．4   721．4   717．4   720．5   729．6   

介護予防地域密着型サービス  2．2   2．4   2．6   2．7   2．9   3．0   3．1   3．2   3．4   ：う．4   3．5   3．6  

介護予防認知症対応型適所介護  0．7   0．7   0．7   0．7   0．7   0．7   0．7   0．7   0．R   0．7   0．7   0．7  

介護予防小規模多機能型居宅介護  0．7   0．9   1．1   1．1   1．3   1．3   1．5   1．6   1．8   1．8   1．9   2．0  

介護予防認知症対応型共同生活介護（短期利用以外）  0．8   0．8   0．9   0．9   0．9   0．9   0．9   0．9   0．9   0．9   0．9   0．9  

介護予防認知症対応型共同生括介護（短期利用）  0．0  0．0   0．0   0．0   0．0   0．0   0．0   0．0   0．0  



統計表2 介護サービス受給者数，月・サービス種類別  
（単位：千人）  
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‖  
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用 語 の 定 義   

（1）原審査  

介護サービスを提供した事業所から請求のあった介護給付費明細書等に対する審査をいい、   

計画単位数を超える請求があった場合は査定減点されることがある。  

なお、原則としてサービス提供月の翌月が各都道府県国民健康保険団体連合会の審査月と   

なっている。  

（2）受給者数  

当該審査月に保険請求のあった者の数であり、同一被保険者が同一月に2種類以上のサー   

ビスを受けた場合、サービスごとにそれぞれ計上するが、総数、小計には1人と計上してい   

る。  

なお、年間累計受給者数は、各審査月の受給者数を合計している。  

（3）年間実受給者数   

平成19年4月サービス提供分から平成20年3月サービス提供分の介護サービス受給者につい   

て名寄せを行ったものであり、当該期間途中に被保険者番号の変更があった場合は、別受給   

者として計上している。  

（4）年間継続受給者数   

平成19年4月から平成20年3月の各サービス提供月について1年間継続して介護サービスを   

受給した者をいう。  

（5）認定者数  

要介護（要支援）認定を受け介護保険の受給資格がある者として、審査月の前月中に受給   

者台帳に登録されている者をいう。  

（6）費用額  

保険給付額と公費負担額、利用者負担額（公費の本人負担額を含む）の合計額である。  

（7）単位数  

介護サービス費用の単位であり、1単位の単価は地域により異なる。  

（8）居宅サービス給付単位数  

介護給付費明細書のうち、居宅サービス支給限度額管理対象単位数の合計である。  

（9）経過的要介護   

改正介護保険法施行日（平成18年4月1日）において、有効期間が満了する前の旧要支援者   

については、改正介護保険法附則第8条の規定により、施行日に要介護認定を受けたものと   

みなされるため、当該有効期間満了日までの間は「経過的要介護」として予防給付ではなく   

介護給付の対象となる。  

（10）訪問介護内容類型  

・身体介護…利用者の身体に直接接触して行う介護等と、日常生活に必要な機能の向上等のた  

めの介助及び専門的な援助をいう。  

・生活援助・＝日常生活に支障が生じないように行われる調理・洗濯・掃除等をいう。  

・通院等乗降介助…要介護者の通院等のために指定訪問介護事業所の訪問介護員等が、自ら運  

転する車両への乗車・降車の介助を行い、あわせて乗車前・降車後の屋内外での  

移動等の介助、または通院先・外出先での受診等の手続・移動等の介助を行うこ  

とをいう。  
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